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モーターバイクの運転

駐車

ニュートラルにしたら、OFF ポジションに

イグニッションスイッチを回してくださ

い。

盗難防止のために、ステアリングをロック

します。

モーターバイクの転倒を防ぐために、必

ず、固く平坦な場所に駐車してください。

斜面に駐車する時にスタンドが外れ、バイ

クが前に動いて倒れないように、必ず上が

り坂に向けて駐車してください。バイクが

動くのを妨げるためにギアをファースト

に入れます。

側面が傾斜している場所では必ず、傾斜が

モーターバイクを自然にサイドスタンド

の方に押しつけるように駐車してくださ

い。

横に6°以上傾いている斜面には駐車しな

いこと。又、坂下に向けての駐車は、絶対

に避けてください。

注記：

･ 夜間に道路近くに駐車したり、法律

で駐車灯の点灯を義務づけられて

いる場所に駐車したりする場合は、

イグニッションスイッチを P（PARK）

にして、テールライト、ライセンス

プレートライト、ポジションライト

を点灯したままにしてください。

スイッチをPポジションに合わせたままで

長時間放置しないでください。 バッテ

リーが上がることがあるからです。

ccms
警告

柔らかい地面や、急斜面には駐車しない

でください。そうした場所で駐車する

と、モーターバイクが倒れて損傷したり

ケガをしたりします。

警告

ガソリンは高可燃性で、一定の状況下で

は爆発する恐れがあります。車庫その他

の屋内に駐車する時は、換気が良く、

モーターバイクの近くに火炎や火花の

発生源がないことを確認してください。

これにはパイロットランプのついた器

具も含まれます。

上記アドバイスに従わなかった場合、火

災が発生して損傷したりケガをしたり

する恐れがあります。
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高速走行の際の注意
警告

走行後、エンジンと排気装置は高温に

なっています。通行人や子どもたちが

モータバイクに触れることができるよ

うな場所に駐車しないでください。

熱いうちにエンジンや排気装置に触る

と火傷する恐れがあります。

警告

本 Triumph モーターバイクは、走行中

の道路の法定制限速度内で運転しなく

てはなりません。高速でモーターバイク

を運転すると、スピードが増すにつれて

周囲の交通状況に対応できる時間が激

減するため、危険な状況に陥る可能性が

あります。天候や交通状態を考慮し、状

況次第で必ず減速してください。

警告

本Triumphモーターバイクでの高速走行

は、定められたコースで行われるロード

レース、またはサーキットでのみ行なっ

てください。高速走行をするのに必要な

テクニックを修得し、本モーターバイク

のあらゆる状況における特性を熟知し

ているライダーしか、高速運転を試みて

はなりません。

高速走行は、他のいかなる状況下でも危

険であり、モーターバイクを制御しきれ

なくなって事故を引き起こすことがあ

ります。
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一般事項

モーターバイクが定期整備表に従って整

備されてきていることを確認してくださ

い。

ステアリング

ハンドルは、遊びが大き過ぎず、きつ過ぎ

る部分もなく、スムーズに回転するか調べ

てください。コントロールケーブルがステ

アリングの邪魔にならないことを確認し

てください。

荷物

確実に、すべての荷物用コンテナを閉じて

ロックし、モーターバイクにしっかり固定

してください。

ブレーキ

フロントとリアブレーキが適切に機能し

ているか調べてください。

タイヤ

高速走行ではタイヤに負担がかかります。

安全走行には、タイヤのコンディションが

良好であることが極めて大切です。タイヤ

の全体的な状態を調べ、適正空気圧になる

まで空気を入れて（タイヤが冷えた状態

で）、ホイールバランスを点検してくださ

い。タイヤ空気圧を点検した後、バルブ

キャップをしっかりとはめます。タイヤの

点検とタイヤの安全性確保に関しては、整

備の章と仕様の章の指示に従ってくださ

い。

燃料

高速走行すると燃料の消費量が増大する

ので、燃料は十分用意してください。

警告

高速走行時のモーターバイクの操縦特

性は、法定制限速度で走行している時の

慣れ親しんだ特性とは違う可能性があ

ります。十分なトレーニングを受けて必

要な技術を修得するまでは、高速走行を

試みないでください。誤った操縦の結

果、重大な事故に終わることになりかね

ないからです。

警告

以下に列挙された事柄は極めて重要な

ので、絶対に軽視してはなりません。普

通の速度で走行中は気づきもしないよ

うな問題が、高速走行時には大問題にな

りかねません。

注意

排気装置には、排ガスレベルを低減する

のに役立つ触媒コンバーターが取り付

けられています。燃料切れまたは燃料レ

ベルが著しく低下した状態でモーター

バイクを走行させると、触媒コンバー

ターに永久的な損傷を与える可能性が

あります。ツーリングに十分な量の燃料

を入れるようにしてください。
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エンジンオイル

エンジンオイルのレベルが適正であるこ

とを確かめます。補充の際は、正しい等級

とタイプのオイルが使われていることを

確認してください。 

クーラント

クーラントの液面が膨張タンクの上限ラ

インにきているか調べてください。（液面

レベルは、必ずエンジンが冷えている時に

点検します。）

電装品

ヘッドライト、テール / ブレーキライト、

方向指示灯、ホーン等、すべてが適切に作

動することを確かめてください。

その他

締め具はすべて堅くしまっているか目で

点検します。
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アクセサリーと積載条件

アクセサリーを付け加えたり積載重量を

増したりすると、モーターバイクのハンド

リング特性に影響を与え、安定性に変化を

生じさせて、減速せざるを得なくなること

があります。以下は、モーターバイクにア

クセサリーを付け加えたり、同乗者や荷物

を乗せて運転する場合に生じ得る危険に

ついて述べたものです。ガイドラインとし

て参考にしてださい。

警告

積載の仕方が不適当な場合、事故につな

がる危険な走行状態を引き起こしかね

ません。

積載する荷物は、必ずモーターバイクの

両側に等しく重量がかかるように振り

分けてください。モーターバイクが走行

中に荷物が動かないように、適切に固定

された状態であることを確認してくだ

さい。

荷物が安全な状態であるか、たえず

チェックしてください（バイクの走行中

は不可）。 また、必ず、荷物がモーター

バイクの最後部からはみ出すことのな

いようにしてください。

最大車両積載重量の 195 kg を絶対に超

えないようにしてください。

この最大積載重量は、ライダー、同乗

者、装着されたアクセサリーおよび積載

荷物の重量を合計したものです。

警告

バイクの制御性を損なうようなアクセ

サリーを取り付けたり、荷物を積んだり

しないでください。また、自分が、照明

具の可視度、ロードクリアランス、バン

キング性能（すなわち傾斜角度）、コン

トロール走行、ホイールトラベル、フロ

ントフォークの動き、あらゆる方向の視

界、モーターバイク操縦に関わる他の要

素に悪影響を与えていないことを確認

してください。

警告

本モーターバイクは、認可されたサー

キットの整えられた条件の下でなけれ

ば、法定制限速度を超えるスピードで運

転してはなりません。

警告

本Triumphモーターバイクでの高速走行

は、定められたコースで行われるロード

レース、またはサーキットでのみ行なっ

てください。高速走行をするのに必要な

テクニックを修得し、本モーターバイク

のあらゆる状況における特性を熟知し

ているライダーしか、高速運転を試みて

はなりません。

高速走行は、他のいかなる状況下でも危

険であり、モーターバイクを制御しきれ

なくなって事故を引き起こすことがあ

ります。
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警告

同乗者に対して、急に身体を動かしたり

変な座り方をすると、モータバイクのバ

ランスを崩す可能性があると伝えてく

ださい。

ライダーは同乗者に以下のように伝え

てください。

･ 同乗者は、モータバイクが走行

中はじっと動かずに乗車してい

て、運転の邪魔をしないことが

大切です。

･ パッセンジャーフットレストに

足を乗せ、シートストラップか

ライダーの腰をしっかり掴んで

ください。

･ コーナーを回るときにライダー

が身体を傾けたら同乗者も一緒

に身体を傾け、それ以外は傾け

ないようにアドバイスしてくだ

さい。

警告

バイクに動物を載せて運ばないでくだ

さい。

動物が急に動き出してモータバイクの

バランスを崩し、事故につながる恐れが

あります。

警告

同乗者が乗っていると、モーターバイク

の操縦性能やブレーキ性能に影響を与

えることがあります。ライダーは、同乗

者を乗せて運転する時に生じるこうし

た変化に備えておかなければなりませ

ん。二人乗りのトレーニングを受け、そ

れがもたらす操作特性の変化をよく

知って落ち着いて対応できるようにな

らない限り、二人乗り走行を試みてはな

りません。

同乗者の存在を考慮に入れないでモー

ターバイクを運転した場合、バイクを制

御しきれなくなって事故を引き起こす

可能性があります。

警告

どんな物であろうと、フレームと燃料タ

ンクの間に保管しようとしてはなりま

せん。これはステアリングのじゃまにな

る可能性があり、制御性を損なって事故

につながることがあります。

ハンドルあるいはフロントフォークに

重さが加わると、ステアリングアセンブ

リーのかさが増すため、ステアリングの

制御性が損なわれて事故を引き起こす

結果になりかねません。
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警告

装備されているフットレストに足が届

かないほど背の低い人を、バイクに同乗

させないでください。

フットレストに足が届かないほど背の

低い同乗者は、バイクにしっかりと腰掛

けられず、不安定な走行状態を引き起こ

しかねません。その結果、制御性が損な

われて事故に至る恐れがあります。

警告

アクセサリーを装備したバイク、また

は、何であろうとペイロードを運搬して

いるモーターバイクは、絶対に130 km/h

以上のスピードで運転しないでくださ

い。上記のいずれか / 両方が該当する状

態の時は、たとえ法定最高速度の範囲内

であっても、130 km/h を超える速度で

の運転を試みてはなりません。

アクセサリーおよび/またはペイロード

があると、モーターバイクの安定性と操

縦性に変化が生じることがあります。

モーターバイクの安定性に生じる変化

を考慮に入れなかった場合、バイクのコ

ントロールが妨げられて、事故につなが

る恐れがあります。 

許可されていないアクセサリーの取り

付け、不適切な荷物の積み方、磨耗した

タイヤ、モーターバイク全体のコンディ

ション、悪路や悪天候などの状況次第

で、絶対制限速度は 130 km/h より低減

することを忘れないでください。

警告

タンデムシートに小さな荷物を載せて

運ぶ場合、荷物の総重量が 5 kg を超え

てはならず、バイクの制御性を損なうよ

うなものであってはなりません。また、

車体の後部や脇からはみ出さない程度

の大きさで、しっかりと固定されていな

くてはなりません。

不安定で制御性を損なうような、あるい

は車体の後部や側面からはみ出してい

る、重量が 5 kg を超える荷物を運搬す

ると、モーターバイクを制御しきれなく

なって事故を引き起こす恐れがありま

す。

たとえ小さな物が適切にリアシートに

積載されているだけであっても、モー

ターバイクの最高速度は 130 km/h まで

落とす必要があります。

注意

後部車体の上側に荷物を置いたり、立て

掛けたりさせないようにしてください。

後部車体の上側に荷物を置いたり立て

掛けたりさせると、車体と排気管の間に

ある空隙を塞いでしまうため、車体を過

熱によって損傷させる恐れがあります。
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このページは意図的に空白にしてあります
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定期整備
モーターバイクを安全で信頼できる状態

に維持するために、本章で要点を述べる整

備と調整を必ず行なってください。定期整

備表に沿って、日常の安全点検の章で指定

されていることを実施してください。以下

は、日常の点検および簡単な整備と調整を

実施する際に従う手順を解説したもので

す。

Triumph Motorcycles 社は、オーナーに

よって実施された整備や調整の不備に起

因する損傷、負傷については、一切責任を

負いませんのでご了承ください。

警告

定期整備表の整備項目を正しく実施す

るため、特別な工具、知識、トレーニン

グが必要です。そのような知識と設備を

備えているのは、正規 Triumph ディー

ラーだけです。

不適切な整備や整備上の怠慢は危険な

走行状態につながる可能性があります。

本モーターバイクの定期整備は、必ず正

規Triumphディーラーで実施してくださ

い。

警告

整備はどれも極めて大切ですから、怠っ

てはなりません。整備や調整の不備によ

り、モーターバイクの部品が誤作動を起

こすことがあります。誤作動のモーター

バイクは、コントロールが失われて事故

を引き起こしかねません。

天候、地形、地理的条件によって整備内

容は異なります。モーターバイクが使用

される環境の特殊性や個々のオーナー

の必要性に合わせて、整備スケジュール

を調整してください。

不適切な整備や整備上の怠慢は危険な

走行状態につながる可能性があります。

本モーターバイクの定期整備は、必ず正

規Triumphディーラーで実施してくださ

い。
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整備内容 オドメーター上のキロ数または経過期間の
いずれか先に達した方

初回整備 整備 A 整備 B 整備 C 整備 D 整備 A

毎 800
1ヶ月

10,000
1 年

20,000
2 年

30,000
3 年

40,000
4 年

50,000
5 年

エンジンオイルクーラー － 漏れ点検 日 ･ ･ ･ ･ ･ ･

エンジンオイル－交換 - ･ ･ ･ ･ ･ ･

エンジンオイルフィルター－交換 - ･ ･ ･ ･ ･ ･

バルブクリアランス－点検 / 調整 - ･ ･

エアクリーナー－交換 - ･ ･

エンジン ECM －保存されている DTC を
チェック

- ･ ･ ･ ･ ･ ･

スパークプラグ－点検 - ･ ･ ･

スパークプラグ－交換 - ･ ･

スロットルボディー－バランス調整 - ･ ･ ･ ･ ･

スロットルケーブル－点検 / 調整 日 ･ ･ ･ ･ ･ ･

冷却装置－漏れ点検 日 ･ ･ ･ ･ ･ ･

クーラントレベル－点検 /調整 日 ･ ･ ･ ･

クーラント－交換 - ･ ･

燃料系統－漏れ、擦り切れ、
その他を点検

日 ･ ･ ･ ･ ･ ･

ライト、計器類＆電装系統－点検 日 ･ ･ ･ ･ ･ ･

ステアリング－作動状態点検 日 ･ ･ ･ ･ ･ ･

ヘッドストックベアリング－点検 / 調整 - ･ ･ ･ ･ ･

ヘッドストックベアリング－潤滑 - ･ ･

フォーク－漏れ / 作動状態点検 日 ･ ･ ･ ･ ･ ･

フォークオイル－交換 - ･
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＊ California でのみ装備されている蒸発システム

ブレーキフルードレベル－点検 日 ･ ･ ･ ･ ･ ･

ブレーキフルード－交換 2年ごと

ブレーキパッド－摩耗状態点検 日 ･ ･ ･ ･ ･ ･

ブレーキマスターシリンダー－フルード
漏れ点検

日 ･ ･ ･ ･ ･ ･

ブレーキキャリパー－フルード漏れとピ
ストンの焼き付き点検

日 ･ ･ ･ ･ ･ ･

ドライブチェーン－潤滑注油 300 km ごと

ドライブチェーン－摩耗点検 800 km ごと

ドライブチェーンのゆるみ－点検 / 調整 日 ･ ･ ･ ･ ･ ･

ドライブチェーンラビングストリップ－
点検

- ･ ･ ･ ･ ･

締め具類－締まり具合を目視点検 日 ･ ･ ･ ･ ･ ･

ホイール－損傷がないか点検 日 ･ ･ ･ ･ ･ ･

タイヤの摩耗 /損傷－点検 日 ･ ･ ･ ･ ･ ･

タイヤ空気圧－点検 /調整 日 ･ ･ ･ ･ ･ ･

クラッチケーブル－点検 /調整 日 ･ ･ ･ ･ ･ ･

セカンダリーエアインジェクションシス
テム－点検および清掃

- ･ ･

スタンド－作動状態点検 日 ･ ･ ･ ･ ･ ･

排気バタフライバルブケーブル－点検 /
調整 (Daytona 675 のみ )

- ･ ･ ･ ･ ･

二次排気クランプボルト－点検 /調整 - ･ ･ ･ ･ ･ ･

燃料と蒸発ロス * ホース－交換 - ･

整備内容 オドメーター上のキロ数または経過期間の
いずれか先に達した方

初回整備 整備 A 整備 B 整備 C 整備 D 整備 A

毎 800
1ヶ月

10,000
1 年

20,000
2 年

30,000
3 年

40,000
4 年

50,000
5 年
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エンジンオイル

エンジン、トランスミッション、クラッチ

が正常に機能するように、エンジンオイル

を適切なレベルに保ち、定期整備表に従っ

てオイルとオイルフィルターを交換して

ください。

オイルレベルの点検

1. フィラー

2. クランクケース内のオイルゲージ

3. オイルゲージ

4. 上限マーク

5. 下限マーク

エンジンを始動し、約5分間空転させます。

警告

エンジンオイルが不足、劣化、あるいは

汚染した状態でモーターバイクを運転

すると、エンジンの摩耗を早め、エンジ

ンやトランスミッションの焼付きに帰

する恐れがあります。エンジンまたはト

ランスミッションが焼付きを起こすと、

突然制御不能に陥って事故を起こしか

ねません。
警告

絶対に、閉めきった場所でエンジンを始

動したり回転させたりしないでくださ

い。排ガスは有毒です。短時間の内に意

識を失って死を招く恐れがあります。

モーターバイクは必ず、野外または換気

の良いところで運転してください。

注意

オイル不足の状態でエンジンを回転さ

せると、エンジンを損傷します。油圧低

下インジケーターがオンになったまま

の場合は、即座にエンジンを停止し、原

因を詳しく調べてください。

1

3

2cdlq
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エンジンを止めてからオイルが落ち着く

まで、少なくとも 3 分間待ちます。

ディプスティックを取り外し、ブレードを

きれいに拭いてから所定の位置にねじ込

みます。

注記：

･ エンジン内のオイルレベルが正確

に表示されるのは、エンジンが通常

の運転温度であり、モーターバイク

が（サイドスタンドを使用せずに）

真っ直ぐに立てられ、ディプス

ティックが完全にねじ込まれてい

る状態の時だけです。

･ クランクケースのオイルゲージ用

の穴から燃料を補給しないでくだ

さい。

オイルゲージを取り出します。

オイルレベルがディプスティックに線で

示されます。満タンの場合、オイルレベル

はオイルゲージの上限マークと同じ高さ

になります。

オイルレベルが下限マーク以下になって

いたら、フィラープラグを取り外し、ク

ラッチカバーのフィラープラグホールか

ら適正レベルのオイルを補充します。

適正レベルに達したら、オイルゲージと

フィラープラグを取り付けます。

オイルとオイルフィルターの交換

1. オイルドレンプラグ

2. オイルフィルター

エンジンオイルとフィルターは、定期整備

表に従って交換しなければなりません。

エンジンを完全に暖めてから止め、モー

ターバイクを平らな地面に真っ直ぐに立

てます。

ロワーフェアリングを取り外します

（Daytona 675 のみ）。

エンジンの下にオイルドレンパンを置き

ます。

オイルドレンプラグを取り外します。

警告

エンジンオイルに長く触れたり繰り返

し触れたりすると、皮膚の乾燥、かゆ

み、皮膚炎を起こすおそれがあります。

その上、使用済みエンジンオイルには発

ガン性の有害汚染物質が含まれていま

す。必ず適切な防護服を着用し、使用済

みオイルが皮膚に触れないようにして

ください。

2

1
cdga



73

整備と調整

TriumphサービスツールT3880313を使い、

オイルフィルターをねじって外します。オ

イルフィルターを環境にやさしい方法で

処分してください。

新しいオイルフィルターのシーリングリ

ングに新しいエンジンオイルを薄く塗り

つけます。オイルフィルターを取り付けて

10 Nm で締め付けます。

オイルドレンプラグを元に戻し25 Nmで締

めつけます。

API SH（または上）および JASO MA 仕様を

満たした、10W/40 か 15W/50 の半合成や完

全合成のエンジンオイルを、オイルタンク

の上限マークに達するまで補充してくだ

さい。

エンジンをかけ、最低 30 秒間アイドルさ

せます。

エンジンが始動するとまもなく油圧低下

警告灯が消えることを確認します。

イグニッションを切り、前述の要領でオイ

ルレベルを点検し、オイルゲージ上の上限

と下限レベルを示す線の間に液面がくる

ようにオイルを補充します。

ロワーフェアリングを再度取り付けます

（Daytona 675 のみ）。

警告

オイルは触れるには熱過ぎるかもしれ

ません。適切な防護服、手袋、防護メガ

ネなどを着用し、高温のオイルに触れな

いようにしてください。過熱したオイル

に触れると火傷する恐れがあります。

注意

オイルがエンジン各部にゆきわたる前

に、アイドル以上にエンジンの回転を上

げると、エンジンの損傷や焼付きのもと

となる可能性があります。オイルが完全

にゆきわたるよう 30 秒間エンジンを回

転させた後でない限り、エンジン速度を

上げないでください。

注意

エンジンオイルの油圧が低すぎると、油

圧低下警告灯が点灯します。エンジンが

回転しているのにこのランプが消えな

い場合は、ただちにエンジンを止めて原

因を調べてください。油圧が低い状態で

エンジンを回転させると、エンジンに損

傷を与えることがあります。
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使用済みエンジンオイルとオイル
フィルターの処分

環境保護のため、オイルを地面、下水、排

水口、水路等に流さないでください。使用

済みオイルフィルターを普通のごみと一

緒に置かないでください。処分の仕方がわ

からない時は、最寄りの地方自治体にお問

い合わせください。

オイルの仕様と等級

Triumph の高性能燃料噴射式エンジンは、

API SH（または上）及び JASO MA 仕様を満

たした10W/40又は15W/50の半合成又は完

全合成のエンジンオイル用に設計したエ

ンジンです。

エンジンオイルに化学添加剤を加えない

でください。エンジンオイルはクラッチも

潤滑するようになっており、添加剤はク

ラッチがスリップする原因となる場合が

あります。

鉱油、植物油、非洗浄性オイル、ひまし油

など、求められている仕様に適合しないオ

イルは使わないでください。そのようなオ

イルを使うと、エンジンに瞬時に多大な損

傷を与えかねません。

冷却装置

効率的にエンジンを冷やすには、毎日モー

ターバイクに乗る前にクーラントレベル

を点検し、液面が低くなっていたら補充し

てください。

腐食防止剤

冷却装置を腐食から護るために、クーラン

トに腐食防止剤を入れることが極めて重

要です。

腐食防止剤の入っているクーラントを使

わなければ、冷却装置のウォータージャ

ケットやラジエターに錆びや湯垢がたま

ります。これはクーラントの通路を塞い

で、冷却装置の能率を著しく低下させま

す。

蒸留水および仕様の項で奨励した不凍剤

を 50 対 50 で混合すると、腐食抑制の役目

を果たします。

注意

本モーターバイクは、年間を通して使え

るタイプの不凍剤を冷却装置に入れた

状態で、工場を出荷されます。色はグ

リーンで 50％濃度のエチレングリコー

ル液を含有し、凝固点が -35°C です。
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クーラントを適正な混合比に希釈するに

は必ず蒸留水を使用します。

緊急で止むをえない場合には、冷却装置に

水道水を補充しても構いません。ただし、

できるだけ早い機会に、蒸留水を使用して

適正な混合比に希釈したてクーラントと

交換しなければなりません。

クーラントレベルの点検

Daytona 675

1. 膨張タンク

2. タンクキャップ

3. MAX（上限）マーク

4. MIN （下限） マーク

注記：

･ クーラントレベルは、エンジンが冷

えている（室温や大気温度）状態で

チェックしてください。

モーターバイクを平らな地面に置き、まっ

すぐに立てます。膨張タンクは、モーター

バイクの左側、ロワーフェアリングの後部

とフレームの間に見えます。

膨張タンク内のクーラントレベルを調べ

ます。クーラントレベルは、MAX と MIN

マークの間になければなりません。クーラ

ントレベルが下限マークより下にある場

合は、調整する必要があります。

警告

必ず、メーカーの指示に従って不凍剤を

使ってください。

不凍剤と腐食防止剤が混ざったミック

スクーラントには、人体に有害な有毒物

質が含まれています。不凍剤やモーター

バイクのクーラントは、絶対に飲み込ま

ないでください。

注意

クーラントを適正な混合比に希釈する

には必ず蒸留水を使用します。冷却装置

に硬水を使用すると、エンジンやラジ

エーターに酸化膜が蓄積して、冷却装置

の効率を著しく低下させます。冷却装置

の効率が低下すると、エンジンを過熱さ

せて多大な損傷を与えることになりか

ねません。

1

2

3

4cdle
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Street Triple

1. 膨張タンク

2. タンクキャップ

3. MAX（上限）マーク

4. MIN（下限） マーク

注記：

･ クーラントレベルは、エンジンが冷

えている（室温や大気温度）状態で

チェックしてください。

モーターバイクを平らな地面に置き、まっ

すぐに立てます。

シートを取り外します。膨張タンクはシー

ト下のフレームレールの間にあります。

膨張タンク内のクーラントレベルを調べ

ます。クーラントレベルは、MAX と MIN

マークの間になければなりません。クーラ

ントレベルが下限マークより下にある場

合は、調整する必要があります。

クーラントレベルの調整

エンジンが冷めるのを待ちます。

Daytona 675

膨張タンクキャップは、モーターバイクの

左側、ロワーフェアリングの後部とフレー

ムの間から外せます。

Street Triple

シートを取り外して膨張タンクの作業を

行います。

膨張タンクからキャップを外し、補給口か

ら液面レベルがMAXマークに達するまで混

合冷却液を補充します。キャップを再び取

り付けます。

注記：

･ クーラントの過熱が原因でクーラ

ントレベルを点検するのであれば、

ラジエター内の液面レベルも点検

し、必要があれば補充してくださ

い。

･ 非常時には、冷却装置に水だけを補

充することもできます。ただし、で

きるだけ早い機会に、蒸留水を使用

して適正な混合比に希釈したて

クーラントと交換しなければなり

ません。

警告

エンジンが高温になっている時は、膨張

タンクキャップやラジエターキャップ

を外さないでください。エンジンが高温

になっている時は、膨張タンク内のクー

ラントも熱しており、圧力も高くなって

います。高温、高圧のクーラントに触れ

ると、火傷をしたり皮膚を傷めたりする

ことがあります。 
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クーラントの交換

定期整備表の指示に従い、正規 Triumph

ディーラーに依頼してクーラントに交換

してもらってください。

ラジエターとホース

定期整備表の指示に従って、ラジエター

ホースに亀裂や劣化がないか、ホースク

リップが硬くなっていないか点検してく

ださい。欠陥のあるものは、正規 Triumph

ディーラーに付け替えてもらってくださ

い。

ラジエターグリルとフィンに昆虫や枯葉、

泥などが詰まっていないか点検してくだ

さい。低圧の放水で詰まっているゴミを洗

い流してください。

スロットルコントロール

1. スロットルグリップ（図は

Daytona 675）

2. 適切な設定値 2 - 3 mm警告

ファンは、エンジンが回転している間

は、自動的に作動します。常に手や衣服

をファンから遠ざけておいてください。

回転中のファンに触れると負傷する可

能性があるからです。

注意

洗車場にある高圧ウォータースプレー

や家庭用の加圧洗浄機を使うと、ラジエ

ターフィンに損傷を与えて漏れやラジ

エターの能力低下を引き起こす可能性

があります。

承認されていないアクセサリーをラジ

エターの前や冷却ファンの後ろに装備

して、ラジエターを通る空気の流れを遮

断したり、そらせたりしないでくださ

い。ラジエターの空気の流れを妨げる

と、過熱してエンジンに損傷を与える恐

れがあります。

警告

スロットルグリップは、スロットルボ

ディー内のスロットルバルブを制御し

ます。スロットルケーブルが正しく調整

されていない場合は、きつ過ぎてもゆる

すぎてもスロットルを制御するのが難

しくなり、性能に悪影響を与えることが

あります。

定期整備表に従ってスロットルグリッ

プの遊びを点検し、必要に応じて調整を

行なってください。

2

1
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点検

スロットルは、過度に力を入れなくてもス

ムーズに開くか、ひっかからずに絞れるか

を調べてください。問題が見つかったり、

不審な点のある場合は、正規 Triumph

ディーラーに、スロットルシステムを点検

してもらってください。

スロットルグリップを前後に軽く回した

時に、スロットルグリップに 2 - 3 mm の

遊びがあるかを調べてください。

遊びの大きさが不適当な場合、Triumph 社

は、調整を最寄りの正規 Triumph ディー

ラーにしてもらうことをお勧めします。し

かしながら、非常時の場合は、以下の手順

でスロットルを調整できます：

警告

常にスロットルの「感触」の変化に敏感

でいてください。少しでも変化に気づい

た時は、正規 Triumph ディーラーにス

ロットルシステムを点検してもらって

ください。メカニズムの磨耗が原因で生

じた変化は、スロットルの膠着につなが

る可能性があります。

不適当に調整された、引っかかったり動

かなかったりするスロットルにより、バ

イクが制御不能に陥って事故を招くこ

とがあります。

警告

調整や配線が不適当になされていたり、

滑らかに動かないあるいは損傷してい

るスロットルケーブルを装着したモー

ターバイクを運転すると、スロットルの

機能が妨げられ、バイクを制御しきれな

くなって事故に帰することがあります。

不適切な調整や配線を避け、動きのス

ムーズでない、あるいは損傷のあるス

ロットルを継続的に使用することのな

いように、必ず、最寄りの正規 Triumph

ディーラーにスロットルを点検、調整し

てもらってください。
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調整

1. オープニングケーブルアジャスター

2. クロージングケーブルアジャスター

3. クロージングケーブル－遊び測定ポイ

ント

4. スロットルグリップ（図は

Daytona 675）

5. オープニングケーブル－遊び測定ポイ

ント

シートを取り外します。

最初にマイナス（黒）のリード線からバッ

テリーの接続を外します。

燃料タンクを取り外します。

エアボックスを取り外します。

「オープニング」ケーブルアジャスターの

ロックナットをゆるめます。

両方向に均等に調節されるように、ツイス

トグリップ側の「オープニング」ケ－ブル

アジャスターを回します。

ツイストグリップに 2 - 3 mm の遊びをも

たせるため、ケーブルのスロットルボ

ディー側にある「オープニング」ケーブル

アジャスターを回します。ロックナットを

締め付けます。

ケ－ブルのスロットルグリップ近くのア

ジャスターで微調整を行い、2 - 3 mm の

遊びをもたせてください。アジャスター

ロックナットを締めます。

スロットルを完全に絞った状態で、スロッ

トルボディーに取り付けられているス

ロットルカムのところで、「クロージング」

ケーブルに 2 - 3 mm の遊びがあることを

確かめます。必要があれば、「オープニン

グ」ケーブルと同じ要領で、2 - 3 mm の

遊びをもたせるように調整してください。

アジャスターロックナットを締めます。
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エアボックスを再装備します。

燃料タンクを再装備します。

プラス（赤）のリード線から先に、バッテ

リーに再接続します。

シ－トを再装着します。

スロットルは、過度に力を入れなくてもス

ムーズに開くか、ひっかからずに絞れるか

を調べてください。

走行を再開する前に、最寄りの正規

Triumphディーラーまで慎重にバイクを走

らせ、そこでスロットルシステムを徹底的

に調べてもらってください。

クラッチ

1. クラッチレバー

2. 2 - 3 mm

本モーターバイクにはケーブルで操作す

るクラッチが装備されています。

クラッチレバーの遊びが大き過ぎると、ク

ラッチが完全に切れない恐れがあります。

そうなると、ギヤチェンジやニュートラル

に入れる際に困難が生じることがありま

す。これは、エンストやモーターバイクを

制御困難な状態に陥らせる原因になりか

ねません。

逆に、クラッチレバーの遊びが十分でなけ

れば、クラッチが完全にかみ合わずに、ス

リップを招く恐れがあります。これは、ク

ラッチの性能を低下させ、磨耗を早める原

因になることがあります。

定期整備表に従って、必ずクラッチレバー

の遊びを点検してください。

警告

ロックナットがゆるんでいると、スロッ

トルがスムーズに動かなくなる恐れが

あるので、ケーブルのアジャスターロッ

クナット全部を確実に締め付けてくだ

さい。

スロットルの調整が不適切で、ひっか

かったり膠着状態になると、バイクの制

御性が損なわれて事故を起こす場合が

あります。

ccpe1

2

1
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点検

レバーのところでクラッチレバーに

2 - 3 mmの遊びがあるか調べてください。

遊びの大きさが不適当な場合は、調整する

必要があります。

調整

クラッチケーブルのレバー側のきざみ付

きロックナットを緩め、クラッチレバーの

遊びの大きさが適正になるまでアジャス

タースリーブを回します。

きざみ付きロックナットをクラッチレ

バーアッセンブリに嵌めて締めます。

レバーアジャスターで適切な調整ができ

ない場合は、ケーブルの下端にあるケーブ

ルアジャスターを使ってください。

アジャスターロックナットを緩めます。

クラッチレバーのところに 2 - 3 mm の遊

びができるよう外側のケーブルアジャス

ターを回します。

ロックナットを締め付けます。

ドライブチェーン

ドライブチェーンは、安全走行のためと過

度の磨耗防止のために、定期整備表の求め

るところに従って定期的に点検、調整、潤

滑注油しなければなりません。塩分や砂が

多いといった極端にコンディションの悪

い道路の場合、点検、調整、注油を通常よ

り頻繁に行なってください。

ひどく磨耗していたり、（きつ過ぎ、ゆる

過ぎのいずれでも）調整が適切でないチェ

－ンは、スプロケットから外れたり、壊れ

たりする恐れがあります。磨耗や損傷した

チェーンの場合、速やかに正規 Triumph

ディーラーで供給している純正 Triumph

パーツに替えてください。

警告

ゆるい、磨耗している、壊れている、ス

プロケットから飛び出す、このような

チェーンは、エンジンスプロケットに絡

まったり後輪をロックする場合があり

ます。

エンジンスプロケットに絡まった

チェーンでケガをしたり、モーターバイ

クのバランスを崩して事故になる恐れ

があります。

同様に、後輪が動かなくなると、モー

ターバイクの制御性が損なわれて事故

を招くことがあります。
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チェーンの注油

チェーンは 300 km 走行する毎に、あるい

は雨天時や濡れた路上での走行後は、潤滑

注油が必要です。また、チェーンが乾いて

いる時も常に注油してください。

仕様の章で推奨されている、特別のチェー

ン潤滑剤を使用してください。

ローラー両側に潤滑油を注油し、8 時間が

経つまではモーターバイクに乗らないで

ください（一晩置くのが理想的）。そうす

ることにより、チェーン O リングなどに

オイルがゆきわたります。

乗る前に、余分なオイルを拭き取ります。

チェーンの汚れが特にひどい時は、まず汚

れを落とし、それから前述の要領で注油し

ます。

チェーンのたるみ点検

1. 最大ムーブメントポジション

平らな場所にモーターバイクを置き、積載

せずに真っ直ぐ立てます。

モーターバイクを押してリアホイールを

回転させ、チェーンが最もきつくなるポイ

ントを見つけ、2 枚のスプロケットの中間

でたるみを測定します。

注意

チェーン系コンポーネントを損傷する

ので、チェーンの汚れ落としに加圧洗浄

機を使わないでください。

警告

作業を開始する前に、モーターバイクが

安定しており、適切に支えられているこ

とを確かめてください。作業者をケガか

ら守り、モーターバイクが損傷するのを

防ぎます。
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チェーンのたるみ調整

Daytona 675, の場合、ドライブチェーン

のたるみは、35 - 40 mm 以内に収まるよ

うにしてください。

Street Triple の場合、ドライブチェーン

のたるみは 20 - 25 mm 以内に収まるよう

にしてください。

1. アジャスターボルト

2. アジャスターボルトロックナット

3. リアホイールスピンドルナット

ホイールスピンドルナットを緩めます。

左右のチェーンアジャスターボルトの

ロックナットを緩めます。

両アジャスターを均等に調整する形で、

チェーンのたるみを大きくする場合はア

ジャスターボルトを時計回りに、小さくす

る場合は反時計回りに回します。

チェーンのたるみが適切なものになった

ら、アジャスターとぴったり接するように

ホイールを押します。両アジャスターロッ

クナットを 27 Nm で、リアホイールスピン

ドルナットを 110 Nm で締め付けます。

チェーンの調整点検を繰り返します。必要

な場合は再調整します。

リアブレーキの効き具合を調べてくださ

い。必要があれば直します。12

cdlf

3

警告

アジャスターロックナットが締まって

いなかったり、ホイールスピンドルが緩

んでいたりした状態でモーターバイク

を運転すると、バイクの安定性と操縦性

が損なわれることになりかねません。安

定性と操縦性が損なわれると、制御しき

れなくなって事故につながる恐れがあ

ります。

警告

ブレーキに欠陥のある状態でモーター

バイクを運転するのは危険であり、走行

を再開する前に最寄りの正規 Triumph

ディーラーに点検修理してもらってく

ださい。点検修理をしなかった場合、ブ

レーキ制動が甘くなり、バランスを崩し

て事故を引き起こしかねません。
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チェーンとスプロケットの磨耗点検

1. 20 環分を測定

2. おもり

チェーンガードを取り外します。

チェーンに 10 - 20 kg のおもりを吊り下

げて、チェーンを張ります。

1 番目のピンの中心から 21 番目のピンの中

心まで、20 環分のチェーンの直線部分の

長さを測ってください。チェーンは不均等

に磨耗していることがあるため、数カ所測

定してください。

長さが使用限度である 319 mm を超えてい

た場合、チェーンは交換しなければなりま

せん。

リアホイールを回転させ、ドライブチェー

ンのローラーに損傷がないか、ピンや環が

緩んでいないか点検してください。

スプロケットの歯が不揃いになっていな

か、過度に磨耗していないか、歯が欠けて

いないかといったことも点検してくださ

い。

異常があった場合、最寄りの正規 Triumph

ディーラーにドライブチェーンやスプロ

ケットを交換してもらってください。

・チェーンガードを取り付けます。

警告

認定されていないチェーンを使用する

と、チェーンの破損やスプロケットから

飛び出す原因となる場合があります。

Triumphパーツカタログに記載されてい

るように、純正 Triumph 供給チェーンを

使ってください。

チェーンのメンテナンスは絶対に怠ら

ないでください。取り付けは正規

Triumphディーラーに実施してもらって

ください。
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ブレーキ

ブレーキの磨耗点検

1. ブレーキパッド

2. 厚さの下限ライン

ブレーキパッドを定期整備表に基づいて

点検し、許容範囲を超えて摩耗していたら

交換してください。

フロント又はリアブレーキのいずれかの

パッドのライニング厚さが 1.5 mm 以下に

なっていたら、つまり、パッドが溝の底ま

で磨耗していたら、そのホイールのパッド

を全部交換してください。

注意

スプロケットの磨耗に気づいた時は必

ず、スプロケットとドライブチェーンを

一緒に交換してください。 

チェーンも一緒に交換しないで、磨耗し

たスプロケットだけを交換すると、新し

いスプロケットの耐久性を損なうこと

があります。

cbmz

1

2
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ブレーキパッドの磨耗補整

ディスクとブレーキパッドの磨耗は自動

的に補整され、ブレーキレバーやペダルの

動きに影響を及ぼしません。フロントとリ

アブレーキに調整を必要とする部品はあ

りません。

ディスクブレーキフルード

両方のリザーバのブレーキフルードレベ

ルを点検し、定期整備表に従ってブレーキ

フルードを交換してください。仕様の章で

推奨されているように、DOT 4 のブレーキ

フルードだけを使ってください。ブレーキ

フルードに水分やその他の汚染物質が混

入した場合、又はその疑いがある場合も、

ブレーキフルードを交換する必要があり

ます。

警告

ブレーキパッドは必ずホイール単位で

交換しなければなりません。フロントの

場合、同じホイールにキャリパーが 2 つ

付いているので、両方のキャリパーのブ

レーキパッドを全部交換してください。

パッドを個々に交換すると、制動効率が

低下し、事故を招く恐れがあります。

ブレーキパッドを交換した直後は、新し

いパッドが「よく馴れる」まで、慎重に

運転してください。

警告

ブレーキをかけた時に、ブレーキレバー

やペダルがソフトに感じられたり、ある

いはレバー/ペダルの遊びが大きすぎる

場合、ブレーキパイプに空気が入ってい

るか、ブレーキに欠陥がある恐れがあり

ます。

このような状態でモーターバイクを運

転するのは危険です。必ず、走行前に最

寄りの正規Triumphディーラーに故障を

修理してもらってください。

ブレーキに欠陥のある状態で走行する

と、バイクの制御性が損なわれ事故を招

く恐れがあります。

警告

ブレーキ液には吸湿性があり、大気中の

水分を吸収することがあります。

吸収された水分は、ブレーキフルードの

沸点を大幅に下げ、ブレーキの制動効率

低減の原因となることがあります。

ですから、定期整備表の指示に従って、

必ずブレーキフルードを交換してくだ

さい。

必ず、封がされた容器の新しいブレーキ

フルードを使用し、封がされていなかっ

たり、既に開けられていた容器からのフ

ルードを使用してはなりません。

ブランドや等級の異なるブレーキフ

ルードを混ぜないでください。

ブレーキの付属器具、シール、ジョイン

トの周囲にブレーキフルードの漏れが

ないか点検し、ブレーキホースに亀裂、

劣化、損傷がないかも調べてください。

故障があれば、必ず走行前に直してくだ

さい。

欠陥を見落としたり適切に対処しな

かった場合、モーターバイクのコント

ロールが失われて事故につながるよう

な、危険な走行状態に陥る可能性があり

ます。
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フロントブレーキフルードレベルの
点検と調整－ Daytona 675 

1. フロントブレーキフルードリザーバ、

上限ライン

2. 下限ライン

3. 安全クリップ

リザーバ内のブレーキフルードレベルは、

常に、上限と下限を示す 2 本の線の間にな

くてはなりません（リザーバは水平の状態

で）。

安全クリップを取り外します。

リザーバカバーを取り外します。

密閉容器に入っていた新しいDOT 4フルー

ドを、上限ラインに達するまでタンクに補

充してください。

ダイアフラムシールが適切に取り付けら

れていることを確かめ、タンクカバーを再

度取り付けます。

安全クリップを取り付けます。

フロントブレーキフルードレベルの
点検と調整－ Street Triple

1. フロントブレーキフルードリザーバ、

上限ライン

2. 下限ライン

リザーバ内のブレーキフルードレベルは、

常に、上限と下限を示す 2 本の線の間にな

くてはなりません（リザーバは水平の状態

で）。

フロントフルードの場合、タンクボディー

前面にある窓で液面レベルをチェックし

ます。

フルードレベルを調整するには、キャップ

のねじをゆるめ、シーリングダイアフラム

の位置を書きとめて、カバーを取り外しま

す。

密閉容器に入っていた新しいDOT 4フルー

ドを、上限ラインに達するまでタンクに補

充してください。

ダイアフラムシールがキャップとタンク

ボディーの間に適切に置かれていること

を確かめながら、カバーを再度取り付けま

す。キャップの留めねじを締めます。

jajc

3
1

2
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リアブレーキフルードのレベル点検
と調整

両モデル

1. リアブレーキフルードリザーバ、上限

ライン

2. 下限ライン

ブレーキライトスイッチ

ブレーキライトは、フロント、リアの違い

に関係なく、ブレーキをかければ点灯しま

す。イグニッションを ON ポジションにし

た状態でブレーキレバーを引いたり、リア

ブレーキペダルを踏んだりしてもブレー

キライトが点灯しない場合、正規 Triumph

ディーラーに不具合の点検と修理を依頼

してください。

警告

どちらかのブレーキフルードリザーバ

の液面レベルが著しく下がっていた場

合は、走行前に、最寄りの正規 Triumph

ディーラーに相談し、アドバイスを受け

てください。ブレーキフルードレベルが

減損している、あるいはブレーキフルー

ドが漏れている状態で走行するのは危

険であり、ブレーキ性能を低下させて

モーターバイクを制御不能に陥らせ、事

故を引き起こす恐れがあります。

1

2

cdlg

警告

ブレーキライトに欠陥がある状態でバ

イクを運転することは、違法であり危険

です。

ブレーキライトが故障しているモー

ターバイクを運転すると、ライダー自身

や他の道路利用者までも巻き込む人身

事故を起こしかねません。
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フロントガラスの清掃

Daytona 675 のみ

ウィンドスクリーンは、弱性石鹸か洗剤の

溶液とぬるま湯で汚れを落としてくださ

い。洗浄後はよくすすぎ、柔らかく糸くず

の出ない布で拭いてください。

除去できないひっかき傷や酸化により、

ウィンドスクリーンの透明度が落ちてき

た場合、ウィンドスクリーンは交換する必

要があります。

注意

ウィンドウの洗浄液、昆虫除去剤、撥水

剤、研磨剤、ガソリン、あるいはアル

コール、アセトン、四塩化炭素などのよ

うな洗浄力の強い溶剤は、ウィンドスク

リーンに損傷を与えます。絶対にこれら

の製品をスクリーンに触れさせないで

ください。

警告

モーターバイクが走行中にウィンドス

クリーンの汚れを落とそうとしてはな

りません。ハンドルから手を離すと車両

は制御不能に陥って、事故を引き起こし

かねないからです。

ウィンドスクリーンに損傷やひっかき

傷のある状態でモーターバイクを運転

すると、ライダーの視界が悪くなりま

す。視界が悪いと危険であり、人身事故

を引き起こしかねません。

注意

バッテリー液などの腐食液はフロント

ガラスを損ないます。絶対に、腐食性化

学物質をウィンドスクリーンに触れさ

せないでください。
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ステアリング / ホイールベア
リング

ステアリングの点検

定期整備表の指示に従って、ステアリング

（ヘッドストック）ベアリングの状態の点

検と注油を行なってください。

注記：

･ ステアリングベアリングの点検を

行う際は必ず、同時にホイールベア

リングも点検してください。

ステアリング（ヘッドストック）ベ
アリングの遊び点検

ステアリングの遊びの点検（図は

Daytona 675）

点検

モーターバイクを平らな地面に置き、まっ

すぐに立てます。

フロントホイールを地面から浮かせ、モー

ターバイクを支えます。

モーターバイクの前に立ってフロント

フォークの下側を持ち、前後に動かしてみ

ます。

ステアリング（ヘッドストック）ベアリン

グに遊びがある場合は、運転する前に、最

寄りの正規 Triumph ディーラーに点検と、

あれば故障の修理を依頼してください。

注意

点検中にモーターバイクが倒れて負傷

することのないように、モーターバイク

がしっかりと適切な支えの上に固定さ

れていることを確認してください。それ

ぞれのホイールに過度の力を加えたり、

激しく揺すったりしないでください。

モーターバイクが不安定な状態になり、

支えから落下して怪我のもととなりか

ねません。

支えのブロックが、サンプに損傷を与え

ない場所に置かれていることを確かめ

てください。

警告

調整が不適切だったり、ステアリング

（ヘッドストック）ベアリングに欠陥が

ある状態で運転すると、モーターバイク

のコントロールが失われ、事故を引き起

こしかねません。

cdlh
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支えを取り外し、モーターバイクをサイド

スタンドで駐車します。

ホイールベアリングの点検

フロントやリアホイールのホイールベア

リングとホイールハブとの間に遊びがあ

り、ノイズが発生したり、ホイールがス

ムーズに回転したりしない場合は、最寄り

の正規Triumphディーラーにホイールベア

リングを点検してもらってください。

ホイールベアリングは、定期整備表の中で

指定されている間隔で、点検しなければな

りません。

モーターバイクを平らな地面に置き、まっ

すぐに立てます。

フロントホイールを地面から浮かせ、モー

ターバイクを支えます。

モーターバイクの横に立って、フロントホ

イールの上部を静かに左右にゆすります。

走行前に遊びを感じたら、点検と故障の修

理を最寄りの正規Triumphディーラーに依

頼してください。

ジャッキの位置を変え、リアホイールも同

じ手順で点検します。

支えを取り外し、モーターバイクをサイド

スタンドで駐車します。

フロントサスペンション

フロントフォークの点検

それぞれのフォークに損傷のしるしがな

いか、スライダー表面に傷がないか、オイ

ル漏れがないかを調べます。

損傷や漏れが見つかった場合は、正規

Triumph ディーラーにご相談ください。

フォークがスムーズに作動するかを点検

するには：

･ モーターバイクを平らな地面に置

きます。

･ ハンドルを握ってフロントブレー

キをかけながら、フォークを数回

上下に動かしてください。

･ 動きが滑らかでなく、過度な硬さ

が感じられる場合は、最寄りの正

規 Triumph ディーラーにご相談く

ださい。

･ サスペンションの働きは、調整設

定値に左右されます（Daytona 675

のみ）。

警告

フロント又はリアホイールベアリング

に磨耗や損傷のある状態で運転するこ

とは危険であり、操縦性と安定性が損な

われて事故につながる恐れがあります。

不審な点がある場合、走行前に正規

Triumphディーラーにモーターバイクを

点検してもらってください。

警告

サスペンションに欠陥や損傷のある状

態でモーターバイクを運転することは

危険であり、コントロールが失われて事

故につながりかねません。

警告

サスペンションユニットは、どの部分で

あっても絶対に分解しないでください。

すべてのユニットには、加圧オイルが

入っています。加圧オイルに触れると、

皮膚や目を傷める恐れがあります。
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サスペンションの設定値表－ Daytona 675 のみ

注記：

･ Street Triple モデルには、フロントサスペンションの調整機能はありません。

注記：

･ この表はあくまで目安に過ぎませ

ん。ライダーの体重や好みにより、

設定条件は変わります。サスペン

ションの調整については、次ページ

以降を参照してください。

サスペンションを標準設定にすれば、通常

の単独走行の時に快適な乗り心地と優れ

たハンドリング特性をもたらします。本表

に記載されているのは、フロントとリアサ

スペンションの目安となる設定値です。

積載状態 フロント リア

スプリング
プリロード

*

伸側減衰 * 圧側減衰 * 伸側減衰 * 圧側減衰 *

単独走行 標準 5 6 7 6 11

軟らかめ 6 7 8 7 12

硬め 4 5 6 5 10

ライダーと同乗者 4 5 6 5 10

* アジャスターを完全にねじ込んだ状態から回し戻した数

警告

フロントとリアサスペンションの間に

適当なバランスが保たれていることを

確認してください。サスペンションの不

均衡は、操縦特性に著しい変化をもたら

す可能性があり、バイクを制御しきれな

くなって事故を起こす場合があります。

詳細については、上表を参照するか、最

寄りのTriumphディーラーにお問い合わ

せください。

警告

アジャスターとフォークの設定値を同

一にしてください。左右の設定値が異な

ると、ハンドリング特性に著しい変化が

生じ、バランスを崩して事故を引き起こ

す恐れがあります。
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フロントサスペンションの設定値

Daytona 675 のみ

1. スプリングプリロードアジャスター

2. 伸側減衰アジャスター

スプリングプリロードの調整 

スプリングプリロードアジャスターは、両

フォークの頂部にあります。

スプリングプリロードを変える場合、プリ

ロードを大きくするにはアジャスターを

時計回りに、小さくするには反時計回りに

回します。必ず、両方のフォーク上に見え

る目盛り線が同数になるように、プリロー

ドアジャスターを設定してください。

注記：

･ モーターバイクは、スプリングプリ

ロードを 5に設定した状態で工場出

荷されます。

伸側減衰の調整 

伸側減衰アジャスターは、両フォークの頂

部にあります。

伸側減衰力を変えるにあたり、大きくする

にはスロット付きアジャスターを時計回

りに、小さくするには反時計回りに回しま

す。必ず、アジャスターを完全にねじ込ん

だ状態から回し戻した数を数え、両フォー

クを同じ設定値にしてください。

注記：

･ モーターバイクは、伸側減衰を 6 に

設定した状態で工場出荷されます。

1

2

cdli
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圧側減衰の調整 

圧側減衰アジャスターは、両フォークの下

端近く、ホイールスピンドルに隣接して取

り付けられています。

1. 圧側減衰力アジャスター

圧側減衰力を変えるにあたり、大きくする

にはスロット付きアジャスターを時計回

りに、小さくするには反時計回りに回しま

す。必ず、ネジを完全にねじ込んだ状態か

ら回し戻した数を数え、両フォークを同設

定値にしてください。

注記：

･ モーターバイクは、圧側減衰を 7 に

設定した状態で工場出荷されます。

リアサスペンションの調整

注記：

･ Street Triple モデルには、リアサ

スペンションの調整機能はありま

せん。

Daytona 675 のみ

リアサスペンションユニットは、伸側と圧

側減衰の両方が調整可能です。

伸側減衰の調整

1. 伸側減衰アジャスター

伸側減衰アジャスターは、モーターバイク

の左側、リアサスペンションユニットの下

端にあります。

伸側減衰の設定を変えるにあたり、大きく

するにはアジャスターを時計回りに回し、

小さくするには反時計回りに回します。

注記：

･ モーターバイクは、伸側アジャス

ターを 6設定した状態で工場出荷さ

れます。

1

cdlj

1

cdll
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圧側減衰の調整

1. 圧側減衰アジャスター

圧側減衰アジャスターは、リアサスペン

ションユニットリザーバに隣接していま

す。

圧側減衰の設定を変える場合、大きくする

にはスロット付きアジャスターを時計回

りに、小さくするには反時計回りに回しま

す。

注記：

･ モーターバイクは、圧側減衰を 11に

設定した状態で工場出荷されます。

タイヤ

タイヤマーク

本モーターバイクには、チューブレスタイ

ヤ、バルブ、ホイールリムが装備されてい

ます。「TUBELESS（チューブレス）」のマー

クのついたタイヤと、リムに「SUITABLE

FOR TUBELESS TYRES（チューブレスタイヤ

に適合）」のマークのついたチューブレス

バルブのみを使用してください。

警告

リアサスペンションユニットのスプリ

ングプリロードは、ライダーには調整で

きません。

スプリングプリロードを調整しようと

すると、危険な走行状態に陥ってバラン

スを崩し、事故を招く恐れがあります。

1

cdlk ccom1
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タイヤ空気圧

適切なタイヤ空気圧は、最高の安定性と快

適な乗り心地を提供し、タイヤの寿命を延

ばします。タイヤ空気圧の点検は、必ず走

行前のタイヤが冷えている時に行なって

ください。タイヤ空気圧は毎日点検し、必

要があれば調整してください。適切な空気

圧の詳細については、仕様の章を参照して

ください。

ホイールマーク

タイヤの磨耗

トレッドが磨耗するにつれて、タイヤはパ

ンクしたり故障をおこしやすくなります。

タイヤの問題の 90％は、トレッドの寿命

が尽きる前の 10％（90％磨耗）の期間に

発生していると推定されます。したがっ

て、トレッドの許容深度ギリギリまでタイ

ヤを使用しないでください。

トレッドの推奨最小深度

定期整備表に従って、デプスゲージでト

レッドの深さを測り、トレッドの深さが下

の表に記されている許容最小限度を超え

て磨耗しているタイヤはすべて交換して

ください。

警告

タイヤの空気圧が適当でないと、トレッ

ドが異常に磨耗し安定性に問題が生じ

て、コントロールが失われ、事故につな

がる恐れがあります。

空気圧が低すぎると、タイヤがスリップ

したり、リムから外れる結果になりかね

ません。空気圧が高すぎると不安定な状

態になり、トレッドの磨耗を早めること

があります。

どちらの状態も危険です。バイクが制御

不能に陥って事故を引き起こす危険が

あるからです。

cdlm

時速 130 km/h

以下 

2 mm

時速 130 km/h

以上

リア 3 mm

フロント 2 mm

警告

本モーターバイクは、認可されたサー

キットの整えられた条件の下でなけれ

ば、法定制限速度を超えるスピードで運

転してはなりません。
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タイヤの交換

Triumph 製のモーターバイクはすべて、モ

デル毎に最適なタイヤを組み合わせるた

めに、様々な走行条件で厳密にテストされ

ています。交換用タイヤを購入する際は、

承認されている組み合わせにふさわしい

承認タイヤを使うようにすることが極め

て大切です。承認されていないタイヤを装

備したり、承認タイヤを承認されていない

組み合わせで使うことは、モーターバイク

を不安定な状態に陥らせ、事故を招く恐れ

があります。承認されているタイヤの組み

合わせに関する詳細は、仕様の章を参照し

てください。タイヤの取り付けとバランス

調整は、安全で効果的な取り付けを確実に

するために、必ず、必要なトレーニングを

受け技能を有する、正規 Triumph ディー

ラーにしてもらってください。

警告

本Triumphモーターバイクでの高速走行

は、定められたコースで行われるロード

レース、またはサーキットでのみ行なっ

てください。高速走行をするのに必要な

テクニックを修得し、本モーターバイク

のあらゆる状況における特性を熟知し

ているライダーしか、高速運転を試みて

はなりません。高速走行は、他のいかな

る状況下でも危険であり、モーターバイ

クを制御しきれなくなって事故を引き

起こすことがあります。

警告

過度に磨耗したタイヤで走行すること

は危険であり、トラクション、安定性、

操縦性に悪影響を及ぼします。そのた

め、制御性が損なわれて事故につながる

恐れがあります。

チューブレスタイヤがパンクした場合、

空気は極めてゆっくり漏れるのが普通

です。パンクしていないか、常に念入り

に調べてください。タイヤに切り傷がな

いか、釘や尖ったものが刺さっていない

か調べてください。パンクや損傷のある

タイヤで運転すると、モーターバイクの

安定性と操縦性に悪影響を及ぼし、コン

トロールが失われて事故につながるこ

とがあります。

リムにへこみや変形がないか調べてく

ださい。損傷や欠陥のあるホイールやタ

イヤでの走行は危険であり、モーターバ

イクを制御しきれなくなって事故に帰

する恐れがあります。

タイヤの交換やタイヤの安全点検につ

いては、必ず最寄りの正規 Triumph

ディーラーにご相談ください。

警告

タイヤがパンクした場合は、交換しなけ

ればなりません。パンクしたタイヤを交

換しない、あるいは修繕したタイヤで走

行すると、不安定な状態になり、制御不

能に陥って事故につながることがあり

ます。



98

整備と調整

警告

チューブレスリムにチューブタイプの

タイヤを取り付けないでください。ビー

ドが定着せず、タイヤがリムの上でス

リップする可能性があり、タイヤの収縮

が早まってコントロール不能に陥り、事

故に帰する恐れがあります。チューブレ

スタイヤの内側にインナーチューブを

入れてはなりません。そのようなことを

すると、タイヤの内部で摩擦が生じ、熱

が発生してチューブが破裂し、急速にタ

イヤが収縮して、バイクのコントロール

が失われ事故を起こす恐れがあります。

警告

カーブに突き当たったりして、タイヤの

損傷の可能性がある場合は、最寄りの正

規 Triumph ディーラーに依頼して、タイ

ヤの内側と外側の両方を点検しても

らってください。タイヤの損傷は、必ず

しも外側からは見えないことに留意し

てください。損傷したタイヤを付けたま

までモーターバイクを運転すると、制御

性が損なわれて事故を招く場合があり

ます。

警告

タイヤの交換が必要な時は、最寄りの正

規Triumphディーラーに相談してくださ

い。承認リストの中から正しい組み合わ

せのタイヤが選択されるよう手筈を整

え、タイヤメーカーの指示に従って取り

付けを致します。

タイヤを交換した時は、リムに馴染むま

で余裕をみてください（約 24 時間）。馴

染むまでの間は、慎重に運転してくださ

い。タイヤがぴったりはまっていない

と、制御不能に陥って事故を引き起こす

ことがあります。

新しいタイヤは、最初の内は、摩耗した

タイヤとは異なるハンドリング特性を

発揮します。ライダーは、新しいハンド

リング特性に慣れるまで、十分な走行距

離（約 160 km）を見込んでおく必要が

あります。

取り付けてから 24 時間後に、タイヤ圧

を調べて調整し、タイヤが正しくはめ込

まれているか点検してください。必要に

応じて修正してください。

取り付け後 160 km 走行した時点で、同

様の点検と調整を行なう必要がありま

す。

不適切なタイヤの取り付け、タイヤ空気

圧の調整の不備、ハンドリング特性に慣

れていないといった状態の時にモー

ターバイクを運転すると、コントロール

が失われて事故を招く恐れがあります。



99

整備と調整

バッテリー
警告

ローリングロードダイナモメーター上

で使用されてきたタイヤは、損傷を受け

ていることがあります。タイヤは、外観

を見ただけでは損傷が分からないこと

があります。そのような使い方をした後

のタイヤは交換しなければなりません。

傷んだタイヤを使い続けると不安定な

状態になり、制御不能に陥って事故を招

く恐れがあるからです。

警告

モータバイクの安全で安定した操縦に

は、精確なホイールバランスが欠かせま

せん。ホイールバランスウェイトを取り

外したり、変えたりしないでください。

ホイールバランスが適切でなければ、不

安定な状態に陥り、制御不能に陥って事

故を起こしかねません。

タイヤを交換した後など、ホイールバラ

ンスの調整が必要な場合は、最寄りの正

規 Triumph ディーラーにご相談くださ

い。

自動接着性のウェイト以外は使わない

でください。クリップオンウエイトは、

ホイールやタイヤに損傷を与え、タイヤ

の空気圧を低下させるため、コントロー

ルが失われて事故に帰する恐れがあり

ます。

警告

バッテリーは引火性のガスを発生させ

る時があります；火花、炎、タバコなど

は絶対に近づけないでください。閉め

切った場所でバッテリーを充電したり

使用する場合は、十分な換気を行なって

ください。

バッテリーには硫酸（バッテリー液）が

入っています。皮膚や目に付着するとひ

どい火傷をする恐れがあります。防護服

とフェースマスクを着用してください。

バッテリー液が皮膚についたら、直ちに

水で洗ってください。

バッテリー液が目に入った場合、最低で

も 15 分間水で洗い、医者の治療を受け

てください。

バッテリー液を飲み込んだ場合、大量の

水を飲み、医者の治療を受けてくださ

い。

バッテリー液は子どもの手の届かない

所に置いてください。

警告

バッテリーには有毒物質が含まれてい

ます。バッテリーは、モーターバイクに

取り付けられていてもいなくても、子供

の手の届かない所に置いてください。

バッテリーにジャンプリードを付けた

り、バッテリーケーブルを互いに接触さ

せたり、ケーブルの両極を逆にしたりし

ないでください。そのようなことをする

と火花が出てバッテリーのガスに引火

し、人身事故を起こす危険があります。
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バッテリーの取り外し

Daytona 675

1. バッテリー

2. マイナス（黒）端子

3. プラス（赤）端子

4. バッテリーストラップ

Street Triple

1. バッテリー

2. マイナス（黒）端子

3. プラス（赤）端子

4. バッテリーストラップ

ライダーシートを取り外します。

バッテリーストラップを外します。

最初にマイナス（黒）の方からバッテリー

のリード線を外します。

バッテリーをケースから出してください。

バッテリーの処分

万一バッテリー交換が必要になった場合、

古いバッテリーは回収業者に引き渡す必

要があります。バッテリー製造に使用され

ている有害物質が環境を汚染することの

ないように処分してくれます。

バッテリーの整備

乾いた清潔な布でバッテリーの汚れを落

としてください。リード線の接続部も必ず

きれいにしてください。

本バッテリーは密閉タイプですから整備

の必要はなく、保管だけしている場合に電

圧チェックや定期的な充電が必要なだけ

です。 

バッテリーの液量を調整することはでき

ないので、シールストリップを取り外して

ください。

4 23

cdlt

1
警告

バッテリーの端子が、モーターバイクの

フレームに触れないように気をつけて

ください。ショート起こしたり火花が生

じてバッテリーのガスに引火し、人身事

故を招く恐れがあります。

警告

バッテリー液は腐食性があって有毒で

あり、露わになっている皮膚を損ないま

す。絶対にバッテリー液を飲み込んだ

り、皮膚につけたりしないでください。

バッテリーを扱う時は、目や皮膚を傷め

ないように、必ず防具類を身につけてく

ださい。
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バッテリーの放電

通常の使用状態では、モーターバイクの充

電システムは完全な充電状態を保ちます。

しかし、モーターバイクに長い間乗ってい

ないと、自己放電という自然作用により

バッテリーは次第に放電してしまいます。

時計、エンジン制御モジュール（ECM）メ

モリー、高い周囲温度、または電気を消費

する付属品やアクセサリーの追加などの

ため、バッテリーの放電が増早まります。

モーターバイクからバッテリーを外して

おけば、放電を遅くすることができます。

モーターバイクの保管中における
バッテリーのメンテナンス

モータバイクから外してあるバッテリー、

あまり乗らないモータバイクのバッテ

リーの場合、デジタルマルチメーターで毎

週電圧を測ってください。メーターに同梱

されているメーカーの指示書に従ってく

ださい。

バッテリー電圧が 12.7 V 以下になった場

合、バッテリーの充電を行ってください

( ページ 101 参照 )。

バッテリーの放電を防がなかったり、たと

え僅かな時間でも放電したままに放置す

ると、鉛電極板に硫酸化を発生します。硫

酸化はバッテリー内部で生じる正常な化

学反応ですが、長い期間続くと電極板に結

晶を生じ、回復が困難になったり、不可能

になります。このような永久的な損傷は、

製造上の欠陥ではないので、モーターバイ

クの保証ではカバーされておりません。

バッテリーを常にフルに充電しておくと、

寒冷時に凍結しにくくなります。バッテ

リーが凍結すると、バッテリー内部に重大

な損傷を生じます。

バッテリーの充電

バッテリー充電器の選択、バッテリー電圧

のチェックまたはバッテリーの充電に関

する詳しいことは、貴地の Triumph ディ－

ラーにご連絡ください。

注意

バッテリー充電レベルの管理は、バッテ

リー寿命を最大限に延ばすために必要

です。

バッテリーの充電レベルを適正に維持

しないと、バッテリー内部に重大な損傷

を生じるおそれがあります。

警告

バッテリーは爆発性のガスを放出しま

す；火花や火炎、タバコを近づけないで

ください。閉め切った場所でバッテリー

を充電したり使用する場合は、十分な換

気を行なってください。

バッテリーには硫酸（バッテリー液）が

入っています。皮膚や目に付着するとひ

どい火傷をする恐れがあります。防護服

とフェースマスクを着用してください。

バッテリー液が皮膚についたら、直ちに

水で洗ってください。

バッテリー液が目に入った場合、最低で

も 15 分間水で洗い、医者の治療を受け

てください。

バッテリー液を飲み込んだ場合、大量の

水を飲み、医者の治療を受けてくださ

い。

バッテリー液は子どもの手の届かない

所に置いてください。
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バッテリー電圧が12.7 V以下になったら、

バッテリーは Triumph が承認するバッテ

リー充電器で充電してください。必ずバッ

テリー充電器のメーカーの指針に従って

ください。

長期（2 週間以上）に亘りモーターバイク

を保管するときは、バッテリーを取り外

し、Triumph が承認する整備用の充電器を

使用して常に充電した状態に保ってくだ

さい。

同様に、バッテリーがモーターバイクを始

動できないところまで放電しているとき

は、バッテリーを取り外してから充電して

ください。

バッテリーの取り付け

バッテリーをバッテリーケースに入れま

す。

プラス（赤）のリード線から先に、バッテ

リーに再接続します。

腐食を防ぐために、端子にグリースを薄く

塗ってください。

プラスの端子に保護キャップをかぶせま

す。

バッテリーストラップを再び取り付けま

す。

ライダーシートを再装備します。

注意

充電過剰になってバッテリーを損なう

ので、自動クイックチャージャーを使用

しないでください。

警告

バッテリーの端子が、モーターバイクの

フレームに触れないように気をつけて

ください。ショート起こしたり火花が生

じてバッテリーのガスに引火し、人身事

故を招く恐れがあります。
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ヒューズボックス

Daytona 675

矢印：ヒューズボックス

ヒューズボックスは、左側コックピットイ

ンフィルパネル下にあります。

ヒューズボックスの作業を行う場合、コッ

クピットインフィルパネルを取り外して

ください。

Street Triple

矢印：ヒューズボックス

ヒューズボックスは燃料タンクの下にあ

ります。

ヒューズボックスの作業を行うには、シー

トを取り外します。

燃料タンクサポートをシートベースの所

定の位置から取り外します。 

1. 燃料タンクサポート

2. シート

警告

ヒューズが切れた時は、必ず正しい定格

（ヒューズボックスのカバーに明記され

ているとおり）のヒューズで付け替え、

絶対に定格が上のヒューズは使わない

でください。適切でないヒューズを使う

と、電装系統がトラブルを起こす可能性

があり、モーターバイクに損傷を与えて

制御不能に陥らせ、事故を招く恐れがあ

ります。

cdmm



104

整備と調整

燃料タンク前側の固定具を取り外し、燃料

タンクの前側を回転させて持ち上げます。

燃料タンクを持ち上げた状態を保ちなが

ら、フレームとタンクの燃料タンク固定ポ

イントに燃料タンクサポートをはめます。

1. 燃料タンクサポート

2. 燃料タンク

3. 固定ポイント、燃料タンク側

4. 固定ポイント、フレーム側

ヒューズの識別

切れているヒューズは、そのヒューズで保

護されているシステムのすべてが作動不

能となるため、識別できます。ヒューズ切

れをチェックする際、表を参考にしてどの

ヒューズが切れたかを突き止めてくださ

い。

表に載っているヒューズ識別番号は、以下

のようにヒューズボックスカバーに印刷

されている番号と対応しています。スペア

ヒューズはメインヒューズと直角に置か

れており、スペアヒューズを使ったら補充

してください。

警告

ヒューズが切れた時は、必ず正しい定格

（ヒューズボックスのカバーに明記され

ているとおり）のヒューズで付け替え、

絶対に定格が上のヒューズは使わない

でください。適切でないヒューズを使う

と、電装系統がトラブルを起こす可能性

があり、モーターバイクに損傷を与えて

制御不能に陥らせ、事故を招く恐れがあ

ります。

12

4

3
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Daytona 675

1. ヒューズボックス

2. ヒューズボックスカバー

3. スペアヒューズ

Street Triple

1. ヒューズボックス

2. ヒューズボックスカバー

3. スペアヒューズ

注記：

･ スターターソレノイドには予備の

30 アンペアヒューズがあり、ライ

ダーシートの下にあるソレノイド

に直接取り付けられています。

保護回路 位置 定格
（アン
ペア）

ディップおよびメインビー
ムヘッドライト、スター

ターリレー

1 15

イグニッションスイッチ、
スターター回路

2 10

副灯 3 5

ホーン、インジケーター、
アラーム

4 10

冷却ファン 5 15

エンジン管理 6 20

15

20

15

10

5

15
10

20 10

20A6
OPEN

15A5
10A4
5A3

10A2
15A1

1 2

3

cebw

保護回路 位置 定格
（アン
ペア）

ディップおよびメインビー
ムヘッドライト、スター

ターリレー

1 20

イグニッションスイッチ、
スターター回路

2 10

副灯 3 5

ホーン、インジケーター、
アラーム

4 10

冷却ファン 5 15

エンジン管理 6 20



106

整備と調整

ヘッドライト

ヘッドライト

ヘッドライトの調整 - Daytona 675

ヘッドライトは、ヘッドライト裏側の上下

調整用ネジと左右調整用ネジで調整でき

ます。

1. 左右調整ネジ（左側）

2. 上下調整ネジ（左側）

3. 左右調整ネジ（右側）

4. 上下調整ネジ（右側）

5. ピボットネジ（ネジの調整を行わない

でください）

ヘッドライトディップビームのスイッチ

を入れます。

警告

走行速度は、モーターバイクが走行して

いる時の視界や気象条件に適した速度

に調節してください。

対向車の運転手の目を眩ませることな

く、路面の前方を十分遠くまで照らせる

ようビームを調整してください。ヘッド

ライトが正しく調整されていないと、視

界が損われて事故を招く恐れがありま

す。

警告

走行中には絶対ヘッドライトビームを

調整しないでださい。

走行中にヘッドライトビームの調整を

試みた場合、バランスを崩して事故を引

き起こしかねません。

注意

定められたコースでモータバイクを運

転する場合、目につくヘッドライト外面

にテープを貼るように言われます。

テープを貼ると、ヘッドライトの外面が

熱を帯びてゆがみます。ヘッドライトが

変形しないようにするため、定められた

コースで運転する時にテープを貼る際、

必ずヘッドライトを切ってください。

注意

ヘッドライト反射鏡がピボットネジか

ら外れ、ヘッドライトを傷つけるので、

ピボットネジの調整を行わないでくだ

さい。

1

2

5 3

4
cdmw
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ヘッドライトの上下方向調整用ネジは、

ビームを上げるには時計回りに、下げるに

は反時計回りに回します。

右側ヘッドライトの左右方向調整用ネジ

の場合、ビームを左に動かすにはを時計回

りに、ビームを右に動かすには反時計回り

に回してください。

左側ヘッドライトの左右方向調整用ネジ

の場合、ビームを右に動かすには時計回り

に、ビームを左に動かすには反時計回りに

回してください。

ビーム設定を終えたら、ヘッドライトのス

イッチを切ってください。

ヘッドライトの調整 - 
Street Triple

上下調整

1. 上下ビームアジャスターカバー固定具

左右両側ヘッドライトビームの上下ビー

ムの調整は、個別にはできません。個別の

調整は不可能です。

ヘッドライトディップビームのスイッチ

を入れます。

アジャスターカバーを取り外します。

ヘッドライトを限られた範囲内で動かせ

るように、クランプボルトを十分ゆるめま

す。

ヘッドライトの位置を、所要のビーム設定

が得られるように調整します。

クランプボルトを 15 Nm で締め付けます。

ヘッドライトビームの設定を再チェック

します。

両方のビームが適切に設定されたら、ヘッ

ドライトのスイッチを切ります。

アジャスターカバーを再度取り付けます。

ccqq 1
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左右調整

1. 左右方向のビームアジャスター

両方のヘッドライトは共に、左右方向の

ビームを個別に調整することができます。

いずれのヘッドライトの調整も、同じ手順

で行なわれます。

ヘッドライトディップビームのスイッチ

を入れます。

ヘッドライトボウルの固定具をゆるめま

す。

ヘッドライトの水平位を、所要のビーム設

定が得られるように調整します。

クランプボルトを 15 Nm で締め付けます。

2番目のヘッドライトも同じ手順を繰り返

します。

ヘッドライトビームの設定を再チェック

します。

両方のビームが適切に設定されたら、ヘッ

ドライトのスイッチを切ります。

ヘッドライトバルブ交換－
Daytona 675

バルブを交換する際、ヘッドライトを取り

外す必要はありません。

1. ヘッドライトユニット

2. バルブリテーナー（図は右側）

ccqr

1

注意

承認されていないヘッドライトバルブ

を使用すると、ヘッドライトレンズを損

傷する恐れがあります。

Triumphパーツカタログに掲載されてい

る、Triumph 供給の純正ヘッドライトバ

ルブを使ってください。

ヘッドライトバルブの交換は、必ず正規

Triumph ディーラーに依頼してくださ

い。

2
1

cdls
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バルブ交換：

ライダーシートを取り外します。

最初にマイナス（黒）のリード線からバッ

テリーの接続を外します。

交換するバルブから４本のネジを外し、バ

ルブカバーを外してください。

バルブリテーナーからマルチプラグを切

り離してください。

バルブリテーナーを反時計回しに回して、

ヘッドライトアッセンブリから取り外し

ます。

バルブリテーナーからバルブを外します。

取り付けは、取り外した時と逆の手順で行

ないます。

ポジションランプバルブの交換

1. バルブホルダー

2. ポジションランプバルブ

ポジションランプは各ヘッドライトの左

と右に取り付けられています。バルブを交

換するには、ふたつのネジを外し、バルブ

カバーを取り外し、ゴム製リテーナーを

ヘッドライトから分離させてバルブを

引っ張り出します。

取り付けは、取り外した時と逆の手順で行

ないます。

警告

バルブは使用中は熱くなります。必ず、

電球が冷えるまで十分時間をかけてか

ら、扱ってください。バルブのガラス部

分に触れないでください。ガラスに触れ

たり汚したりした場合は、アルコールで

拭き取っててください。

2

1

cdlr
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ヘッドライトバルブの交換－
Street Triple

1. ヘッドライト電球

2. バルブクリップ

3. ポジションランプバルブ

シートを取り外します。

最初にマイナス（黒）のリード線からバッ

テリーの接続を外します。

ヘッドライトクランプをヘッドライトボ

ディーに固定している固定具をゆるめま

す。

クランプを取り外している間、ヘッドライ

トを支えてください。

ケーブルが伸び過ぎないようにボウルを

支えながら、ヘッドライトをヘッドライト

ボウルから取り外します。

交換するバルブからマルチピン電気コネ

クターの接続を外し、ゴムカバーを取り外

します。

ワイヤリテーナーをクリップから離し（ネ

ジは外さない）てから、バルブをライトユ

ニットから外します。

ポジションランプバルブの交換

ポジションランプバルブの取り外し：

ワイヤーを引っ張らずに、バルブホルダー

をソケットからゆっくり外します。バルブ

を徐々に上に引っ張って、ホルダーから外

します。

両方のバルブの取り付けは、取り外し手順

を逆に行なってください。クランプボルト

を 4 Nm で締め付けます。

警告

バルブは使用中は熱くなります。時間を

十分かけてバルブを冷ましてから、取り

扱ってください。バルブのガラス部分に

は触れないでください。ガラスに触れた

り汚したりした時は、再使用する前にア

ルコールで拭き取ってください。

1
2

3

cbnp

警告

組立作業が完了するまで、バッテリーを

再接続しないでください。作業の途中で

再接続すると、バッテリーガスに引火し

て負傷事故をもたらしかねません。

注意

バッテリーへの再接続は、プラス（赤）

のリード線から行なってください。
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リアライト

リアライトの交換 - 両モデル

リアライトユニットは、密封してある整備

不要の LED ユニットです。

方向指示灯

バルブの交換 - Daytona 675

1. インジケーターレンズ

2. 固定ネジ

インジケーターライトのレンズは、ライト

本体に付いているネジで固定されていま

す。

ネジを緩めてレンズを取り外し、バルブ交

換作業を行います。

バルブの交換－ Street Triple

1. インジケーターレンズ

2. 固定ネジ

インジケーターライトのレンズは、ライト

のレンズに付いているネジで固定されて

います。

ネジを緩めてレンズを取り外し、バルブ交

換作業を行います。
ccoa

1

2
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ライセンスプレートライト

バルブの交換－両モデル

ナンバープレートライトユニット後部か

らゴム製のバルブリテーナーを取り外し、

バルブを取り外します。

取り付けは、取り外した時と逆の手順で行

ないます。

洗車
定期的な洗車は、お持ちのモーターバイク

の整備に欠かすことのできないものです。

定期的に洗車すると、長年にわたって新車

のような外観が保たれます。自動車用の洗

剤を溶かした水で洗車することは、いつの

場合にも大切ですが、海風や海水にさらさ

れた後や、埃っぽい道やぬかるんだ道、冬

場の融雪剤をまいた路面を走行した後は、

殊に大切です。家庭用洗剤は使わないでく

ださい。その種の製品は、腐食を早めるこ

とがあるからです。

お持ちのモーターバイクの保証書の条件

に基づき、特定の部品の腐食は保証の対象

となっていますが、オーナーもモーターバ

イクを腐食から守り、外観を向上させる手

段となる、本章の注意を守るようにしてく

ださい。

注意

ケーブルの損傷を避ける意味で、ケーブ

ルでバルブリテーナーを引っぱらない

でください。



113

整備と調整

洗車の準備

洗車を行なう前に、下記の部分を濡らさな

いよう予防策を講ずる必要があります。

排気管の後部開口部：ビニール袋で覆い、

ゴムバンドで動かないようにします。

クラッチとブレーキレバー、ハンドル上の

スイッチハウジング：ビニール袋で覆いま

す。

イグニッションスイッチ / ステアリング

ロック：キーホールをテープで覆います。

指輪、時計、ジッパー、ベルトのバックル

のような装飾品は取り外します。塗装面や

磨き上げられた面にひっかき傷をつけた

り、損傷を与える恐れがあります。

塗装された/磨き上げられた表面とシャー

シ付近の洗浄には、別のスポンジまたは洗

い布を使ってください。シャーシ付近（ホ

イールやマッドガードの下）は、ざらざら

した道路のほこりやちりにまみれるので、

その部分の洗浄に使われたスポンジや洗

い布を使うと、塗装してある、あるいは磨

き上げられた表面にひっかき傷をつける

恐れがあります。

注意すべき部分

下記のところには、勢いよく水を吹きつけ

ないようにしてください：

･ 計器類

･ ブレーキシリンダーとブレーキ

キャリパー

･ 燃料タンクの下

･ ヘッドストックベアリング

･ ヘッドライト上の吸気ダクト

注記：

･ アルカリ性の強い洗剤を使うと、塗

装された表面に残留物が残り、しみ

になりかねません。洗車プロセスの

助けとなるように、必ず弱アルカリ

性の洗剤を使ってください。

洗車後

ビニール袋、テープを取り外し、吸気口も

きれいにします。

ピボット、ボルト、ナット類に注油します。

モーターバイクを運転する前にブレーキ

テストをします。

エンジンを始動させ、5分間回転させます。

排気ガスがこもらないよう換気を良くし

てください。

乾いた布で、残った水分を拭き取ります。

腐食につながりますので、マシンに水分が

ついたままにしないでください。

注意

吸気ダクトに吹きつけた水がエアボッ

クスとエンジンに浸入し、損傷を与える

可能性があります。

注意

高圧スプレー洗車機の使用はお勧めで

きません。高圧洗車機使うと、噴射され

た水がベアリングなどの部品内に浸入

し、腐食や潤滑油の損失が原因で磨耗を

早めます。
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塗装されていないアルミニウム部品

ブレーキやクラッチレバーのような部分

は、外観を保つために適切な方法で汚れを

とる必要があります。

研磨剤や腐食成分を含まない、専用ブラン

ドのアルミニウムクリーナーを使ってく

ださい。

アルミニウム製部品は定期的に汚れを落

としてください。 特に悪天候の中を走行

した後は、必ず各部品を手洗いして乾燥さ

せてください。

整備が不十分な場合は、保証の対象となり

ませんのでご注意ください。

排気装置の清掃

外観が損なわれないようにするために、

モーターバイクの排気装置の部品は全て

定期的にクリーニングする必要がありま

す。 

注記：

･ 水滴の跡が残らないよう、排気装置

は十分冷えるのを待って洗浄しな

くてはなりません。

洗浄

水に低刺激の自動車用洗剤を混ぜたもの

を用意します。一般に洗車場などで見られ

る強アルカリ性洗剤は使用しないでくだ

さい。残留物が残るからです。

柔らかい布で、排気装置の水分を完全に拭

き取ります。研磨パッドやスチールウール

は使用しないでください。仕上げを損なう

ことがあります。

排気装置を徹底的にすすいでください。

サイレンサーに石鹸水や水が入らないよ

うにしてください。

乾燥

排気装置を柔らかい布で拭いて、できる限

り水分を取ります。エンジンをかけて乾燥

させないでください。 水滴の跡が残りま

す。

保護

排気装置が乾いたら、「Motorex 645 Clean

and Protect 」を表面にすり込みます。

排気装置には保護剤を定期的に塗ること

をお勧めします。装置の外観を保護し、き

れいに保てます。

警告

ブレーキディスクには、絶対にワックス

や潤滑油を施さないでください。制動力

が低下し、事故に帰する恐れがありま

す。ディスクを拭く時は、オイルを含ま

ないブレーキディスク専用クリーナー

を使ってください。

注意

シリコンを含む製品を使うとクロムの

変色を招くことがありますので、使わな

いでください。同様に、研磨剤入り洗剤

や光沢剤を使うと、システムを損傷する

ことがあるので使わないでください。
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保管

保管前の準備
モーターバイクを完全に清掃し、乾燥させ

ます。

正しい等級の無鉛燃料を燃料タンクに給

油し、燃料安定剤メーカーの指示に基づい

て燃料安定剤があれぱ添加してください。

シリンダーからスパークプラグを外し、エ

ンジンオイルをシリンダーごとに数滴

(5 cc) 垂らします。スパークプラグ孔を

布切れでカバーします。エンジンのストッ

プスイッチを RUN ポジションにした状態

で、スターターボタンを数秒間押して、シ

リンダー壁にオイルを行き渡らせます。ス

パークプラグを取付け、12 Nm のトルクで

締め付けます。

エンジンオイルとフィルターを交換しま

す（ページ 72 参照）。

点検を行い、タイヤ空気圧を規定値にしま

す（ページ 120 参照）。

両輪が地面から浮き上がるように、モー

ターバイクのスタンドを立てます。（これ

が無理なら、前輪と後輪の下に板を敷い

て、タイヤを湿気から護ってください）

塗装されていない金属面に防錆油（市場に

は多くの製品が出回っているので、貴地の

代理店に問い合わせてください）をスプ

レーします。ゴム製部品、ブレーキディス

ク、ブレーキキャリパーにオイルが付着し

ないようにしてください。 

チェーンをチェックし、調整します

（82 ページを参照）。

不凍液と蒸留水を50対50で混合した液が

充填されているか、冷却装置を確認してく

ださい（ページ 74 参照）。

バッテリーを取り外し、直射日光が当たら

ず、湿気のない、気温が氷点下にならない

場所に保管してください。保管中のバッテ

リーは、隔週に一度のペースで緩速充電

（1 アンペア以下）してください（ページ

99 参照）。

モーターバイクは、ひんやりとして乾燥

し、直射日光が射さず、一日の温度変化が

小さい場所に保管します。

モーターバイクにカバーをかけ、ほこりや

ごみが積もらないように適切な多孔性カ

バーをしてください。プラスチックのよう

な通気性のない、熱や湿気のこもりやすい

材質の被覆が施された材質の物は避けて

ください。

警告

ガソリンは高可燃性で、一定の状況下で

は爆発する恐れがあります。したがっ

て、イグニッションスイッチをオフにし

ます。禁煙厳守。場所は換気が良く、火

炎や火花の元となる物がないことを確

認してください。たとえば、パイロット

ランプ付きの電気・ガス器具などです。
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保管後の走行準備
バッテリーを再度取り付けます（ページ

102 参照）。

4ヶ月以上乗らなかったモータバイクの場

合、エンジンオイルを交換してください

（ページ 72 参照）。

日常の安全点検の項に記載されている項

目をすべてチェックします。

エンジンを始動する前に、シリンダーから

スパークプラグをすべて取り外してくだ

さい。

サイドスタンドを降ろします。

油圧警告ランプが消えるまで、スタータ

モーターでエンジンを数回回転させます。

スパークプラグを交換し12 Nmのトルクで

締め付け、エンジンを始動させます。

点検を行い、タイヤ空気圧を規定値にしま

す（ページ 120 参照）。

車体全体をくまなくきれいにします。

ブレーキをチェックし、調整します。

低速でモ―ターバイクを試運転します。
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仕様

Daytona 675 Street Triple

寸法

全長. . . . . . . . . . . . . . . 2,010 mm 2,000 mm

全幅. . . . . . . . . . . . . . . 700 mm 750 mm

全高. . . . . . . . . . . . . . . 1,120 mm 1,165 mm

輪間距離. . . . . . . . . . . . . 1,395 mm 1,390 mm

シート高. . . . . . . . . . . . . 825 mm 810 mm

重量

乾燥重量. . . . . . . . . . . . . 165 kg 167 kg

最大車載重量. . . . . . . . . . . 195 kg 195 kg

エンジン

タイプ. . . . . . . . . . . . . . 直列 3気筒 直列 3 気筒

排気量. . . . . . . . . . . . . . 674.8 cc 674.8 cc

ボア ｘストローク . . . . . . . . 74 x 52.3 mm 74 x 52.3 mm

圧縮比. . . . . . . . . . . . . . 12.65:1 12.65:1

シリンダナンバー. . . . . . . . . 左から右へ 左から右へ

順番. . . . . . . . . . . . . . . 左側が 1 左側が 1

点火順. . . . . . . . . . . . . . 1-2-3 1-2-3

始動方式. . . . . . . . . . . . . 電動スターター 電動スターター

性能

最大出力 (DIN 70020) . . . . . . . 125 PS/12,500 rpm 108.2 PS/11,700 rpm

最大トルク. . . . . . . . . . . . 最大トルク 72 Nm/ 

11,750 rpm

最大トルク 68 Nm/ 

9,200 rpm
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潤滑

潤滑. . . . . . . . . . . . . . . 圧力給油（ウェット

サンプ方式）

圧力給油（ウェット

サンプ方式）

エンジンオイル容量

ドライフィル. . . . . . . . . . . 3.0 リッター 3.0 リッター

オイル / フィルターの交換. . . . . 2.6 リッター 2.6 リッター

オイルチェンジのみ. . . . . . . . 2.4 リッター 2.4 リッター

クーリング

クーラントタイプ. . . . . . . . . Mobil Antifreeze Mobil Antifreeze

水 / 不凍剤比. . . . . . . . . . . 50/50 50/50

クーラント容量. . . . . . . . . . 2.4 リッター 2.4 リッター

サーモスタット開（公称） . . . . . 71°C 71°C

燃料システム

タイプ. . . . . . . . . . . . . . 電子燃料噴射 電子燃料噴射

インジェクター. . . . . . . . . . ソレノイド作動式 ソレノイド作動式

燃料ポンプ. . . . . . . . . . . . サブマージ電動型 サブマージ電動型

燃料圧（公称） . . . . . . . . . . 3 バール 3 バール

燃料

タイプ. . . . . . . . . . . . . . 無鉛 95 RON 無鉛 91 RON

タンク容量. . . . . . . . . . . . 17.4 リッター 17.4 リッター
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イグニッション

点火方式. . . . . . . . . . . . . デジタル誘導式 デジタル誘導式

電子レブリミター (r/min). . . . . 14,000 (r/min) 13,000 (r/min)

スパークプラグ. . . . . . . . . . NGK CR9EK NGK CR9EK

スパークプラグの隙間. . . . . . . 0.7 mm 0.7 mm

許容隙間. . . . . . . . . . . . . +0.05/-0.1 mm +0.05/-0.1 mm

トランスミッション

タイプ. . . . . . . . . . . . . . 6 速、常時噛合式 6 速、常時噛合式

クラッチ. . . . . . . . . . . . . 湿式多版 湿式多版

ファイナルドライブチェーン. . . . RK O リング RK O リング

プライマリドライブ比. . . . . . . 1.848:1 (46/85) 1.848:1 (46/85)

歯車比：

ファイナルドライブ比. . . . . . . 2.937:1 (16/47) 2.937:1 (16/47)

1 速 . . . . . . . . . . . . . . . 2.615:1 (13/34) 2.615:1 (13/34)

2 速 . . . . . . . . . . . . . . . 1.857:1 (21/39) 1.857:1 (21/39)

3 速 . . . . . . . . . . . . . . . 1.565:1 (23/36) 1.565:1 (23/36)

4 速 . . . . . . . . . . . . . . . 1.350:1 (20/27) 1.350:1 (20/27)

5 速 . . . . . . . . . . . . . . . 1.238:1 (21/26) 1.238:1 (21/26)

6 速 . . . . . . . . . . . . . . . 1.136:1 (22/25) 1.136:1 (22/25)
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タイヤ

タイヤ空気圧（冷寒時）:

フロント. . . . . . . . . . . . . 2.35 バール 2.35 バール

リア. . . . . . . . . . . . . . . 2.50 バール 2.90 バール

フロントサイズ. . . . . . . . . . 120/70 ZR 17 120/70 ZR 17

リアサイズ. . . . . . . . . . . . 180/55 ZR 17 180/55 ZR 17

認可タイヤ :

オプション 1、フロントおよびリア . Pirelli Dragon 

Supercorsa Pro

Dunlop Sportmax 

Qualifier

オプション 2、フロントおよびリア . Michelin Pilot 

Power B

Pirelli Dragon 

Supercorsa Pro

オプション 3、フロントおよびリア . Bridgestone BT014 G Bridgestone BT014 G

警告

推奨されたタイヤだけを指定の組み合わせで使用してください。メーカーの異なるタ

イヤ、また同一メーカーでも仕様の異なるタイヤを混用しないでください。混用する

と、モーターバイクのコントロールが失われて事故を招く結果になりかねません。
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電装品

バッテリー. . . . . . . . . . . . YT7B - BS YTX9 - BS

バッテリー定格. . . . . . . . . . 12Ｖ, 7 Ah 12Ｖ, 8 Ah

オルタネーター. . . . . . . . . . 12V、33.5A/ 

4,000 rpm 

12V、33.5A/ 

4,000 rpm 

ヘッドライト. . . . . . . . . . . 1 x 12V、55 W、ハロ

ゲン H7（左側）

1 x 12V、65 W ハロ

ゲン H9（右側）

2 x 12V 55/60 W ハ

ロゲン H4

テール / ブレーキランプ. . . . . . LED LED

方向指示ランプ. . . . . . . . . . 12V、10 W 12V、10 W

フレーム

すくい角. . . . . . . . . . . . . 23.9° 24.3°

トレール. . . . . . . . . . . . . 89.1 mm 95.3 mm
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全モデル

締付トルク

オイルフィルター. . . . . . . . . 10 Nm

オイルドレンプラグ. . . . . . . . 25 Nm

スパークプラグ. . . . . . . . . . 12 Nm

リアホイールスピンドル. . . . . . 110 Nm

チェーンアジャスターロックナット. 27 Nm

フルードと潤滑剤

エンジンオイル. . . . . . . . . . API SH（またはそれ以上）および

JASO MA 仕様にかなった半合成または完

全合成の 10W/40 もしくは 15W/50 モー

ターバイク用エンジンオイル、例えば

Mobil 1 Racing 4T

ブレーキおよびクラッチ液. . . . . Mobil Universal Brake & Clutch Fluid 

DOT 4

クーラント. . . . . . . . . . . . Mobil Antifreeze

ベアリングおよびピボット. . . . . Mobil Grease HP 222

ドライブチェーン. . . . . . . . . Mobil チェーンスプレーまたは Mobilube 

HD 80
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